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炎症性腸疾患の腸管外合併症治療指針の改訂 
 

研究協力者：松浦 稔，杏林大学医学部消化器内科学 准教授 
 
研究要旨：炎症性腸疾患(IBD)の腸管外合併症は IBD 患者の QOL や長期予後にも影響する。しかし、

IBD の腸管外合併症については依然として十分認識されているは言い難い。本研究では IBD 腸管外

合併症に関する新たなエビデンスや文献報告に関する情報収集を行い、IBD 腸管外合併症治療指針の

定期的な見直しと改訂を行った。また本治療指針で取り上げた腸管外合併症に関する理解を促し、そ

の啓蒙と診断の一助になることを目的に、腸管外合併症アトラス（症例集）を作成した。 
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A. 研究目的 
 本プロジェクトでは IBD 専門医のみならず一

般診療医に対しても IBD の腸管外合併症を広く

啓蒙し、IBD の日常診療の一助となることを目的

とする。そこで本研究では、国内外から報告され

た IBD の腸管外合併症に関する最新のエビデン

ス、主要な学術団体からのガイドラインやステー

トメントなどを情報収集し、本治療指針の内容を

見直し、定期的な改訂を行う。 
 
B. 研究方法 
令和 3年度改訂版で取り上げられた各々の腸管

外合併症（関節痛・脊椎関節炎、皮膚病変、血栓

塞栓症、原発性硬化性胆管炎・膵炎、血管炎）に

ついて国内外のガイドラインや新しいエビデン

スを文献的に調査し、今年度の改訂内容に取り入

れた。また本治療指針で取り上げた腸管外合併症

の理解を促すことを目的に、腸管外合併症に関す

るアトラス（症例集）を新たに作成した。 
 

C. 研究結果 
以下に本年度の主な改訂内容は以下の通りで

ある。 
1）関節痛・脊椎関節炎 
放射線被爆の観点から海外のガイドラインでは

体軸性脊椎関節炎の診断に際して非造影 MRI 検

査が推奨されており、本治療指針でも改訂を行っ

た。また IBD に合併する関節障害の診断フローチ
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ャートの一部を改訂した。  
2）皮膚病変 
 IBD に合併する Sweet 病、抗 TNF 抗体製剤投

与に伴う乾癬様皮疹に対する vedolizumab の有

用性、JAK 阻害薬における帯状疱疹の感染リスク

増加に関するステマティック・レビューが報告さ

れ、新たなエビデンスとして本治療指針に取り入

れ、一部、記載内容をアップデートした。 
3）血栓塞栓症 

IBD 患者の動静脈塞栓症の予防に関する国際

コンセンサス会議からの提言が公表されたため、

その内容を本年度の改訂内容に追記した。 
4）画像集（アトラス）の作成 
本治療指針で取り上げた腸管外合併症の典型

的な画像写真を症例形式で提示し、診断や画像所

見のポイントについて解説した。なお、今年度は

脊椎関節炎、結節性紅斑、壊疽性膿皮症、乾癬様

皮疹、門脈血栓症、肺動脈血栓症、下大静脈血栓

症、原発性硬化性胆管炎、自己免疫性膵炎、高安

動脈炎など計 13 症例のアトラスを作成した。 
 

D. 考察 
IBD の腸管外合併症の発生頻度は必ずしも高

くなく、その診断や治療にもしばしば難渋する。

そのため、IBD診療の携わる医療従事者に IBD の

腸管外合併症について広く啓蒙することが重要

である。また IBD の腸管外合併症には発生頻度が

低くても患者 QOL や生命予後にも大きく影響し

得る合併症が存在するため、各領域の専門家との

連携した診療体制の構築が必要である。今回の治

療指針の改訂ではその基盤となるように国内外

からのガイドラインや新しいエビデンスを取り

入れながら、診断のポイントや関連する診療科と

の連携を念頭に記載内容を改訂した。また従来の

本治療指針では各合併症に関して記述（テキスト）

形式での解説が中心であり、IBD の腸管外合併症

を広く啓蒙する観点からは改善すべき点と考え

られた。そこで、視覚的にも各合併症を解説し、

本治療指針の内容をより一層理解しやすいよう

に症例形式での画像集（アトラス）を作成した。 
 
E. 結論 

本プロジェクトで作成する IBD の腸管外合併

症治療指針が IBD 診療に関わる一般診療医へ

IBD 腸管外合併症を広く啓蒙し、その適切なマネ

ージメントの指針となるように、今後も定期的な

改訂が必要である。 
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